
平成２５年度 №

分類 提案地区 担当課 関連部局

地域振興課 社会教育課

Ⅰ 【判定欄】

判　定

□法規制 ―

□財政 ○ 〇

□実施主体 ○

□住民合意 ○

□その他 ―

　 ―

―

Ⅱ 【判定欄】

　 項目番号 判　定

〇 ２　効果が高い

３　効果が認められる

４　ほとんど効果が認められない

５　効果がない

Ⅲ 総合評価
事業区分

　１　地区重点事業 総合Ａ・・・
有効性・実現性ともに優れて
いる事業（いずれも１又は２）

　２　緊急主要事業 総合Ｂ・・・
有効性・実現性のいずれかが
優れている事業　（いずれか
が１又は２）

　３　他事業関連事業 総合Ｃ・・・
実現性・有効性ともに低い事
業（上記以外）

振興基本計画　地区提案事業検討シート

№ 提案事業 事業内容

095 観光交流・商業 山海 魅力づくりボランティア隊の整備
・地域の特性と豊かな自然環境を生かしたまちづくりを主体的に進
める魅力づくりボランティア隊を整備する。

実
現
可
能
性

地域まちづくり協議会に対し運営費及び事業費の一部を町が助成しているが、事業を
実施す場合1/3の自己資金が必要である。

地域まちづくり協議会の活動は、地域住民が地域の課題解決のために自ら知恵や力を出し合
い、住みよく暮らしやすい地域づくりのために自主的に行うものである。しかし、若い世代の
地域活動やボランティア活動への関心が薄く、参加も少なく活動にも支障をきたしている。

地域のリーダー・後継者育成を含めて地域の中の組織づくりの強化が必
要である。行政は助言、活動支援を行うとともに、職員は地域の住民と
して、また支援員として積極的に活動に参加する。

３　条件次第で実現可能

実現性の検討 ○：解決可能　×：解決不可能　△：判断できない　を記入してください。

課　　　　　題 理由又は対応策 実現性判定

事業を実施する場合の自主財源の確保。
運営費交付金（限度額50万円）、事業費補助金（補助率2/3以内、
1協議会あたり100万円）

１　実現可能

内海・山海まちづくり協議会
内海・山海地区にはまちづくり協議会が設立され、地域住民が主
体となって地域活動を行っている。地域まちづくり協議会の地域
の範囲は、大字9地区又は学校区単位を基準としている。

２　実現の可能性が高い

関連する施策又は生活課題 対　　　　策 有効性判定

４　実現に相当の困難を伴う

５　実現不可能

有効性の検討 ○：有効性が高い　×：効果がない、又はきわめて低い　△：判断できない　を記入してください。

１　きわめて効果が高い

□生活効果 生活15　
地域における活動を広く情報発信し、住民相互の理解と信頼関係
を築く。 ―

自分の持つ知識や能力を地域活動やボランティアなどの社会貢献
活動に活かすことができ、生きがいを見出すことができる。

□事業効果 総計611-②　
地域住民が相互に情報交換をし、参画・交流できる機会や場を創
り出す必要がある。 ―

地域住民の力が充分に発揮され、意欲、発想、実行力が活きるま
ちづくりが期待される。

総
合

評価・判断に係るコメント  （緊急性、関連性について、特に考慮すべき点など） 総合評価

地域のまちづくりは、地域住民一人ひとりが、地域に関心を持ち、自分の住む地域の活動に積極的に参加することが大切である。現在、内海・山
海まちづくり協議会が旧山海小学校のグランドを整備し、地域住民のふれあいの場として利用したり、また山海地区の有志住民が遊休地を活用
し、そばの収穫からそば打ち体験といった世代間の交流事業や景観美化活動を実施している。このような地域住民が主体となって行う地域活性化
のための自主的な活動に対して、行政は助言や財政面で必要な支援をする。 Ａ

有
効
性


